
を
し
な
い
。
軍
隊
を
も
た
な
い
―
を
み
て
、
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
全
員
感

涙
し
た
そ
う
で
す
。
『
戦
争
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
な
憲
法
九
条

は
、
現
段
階
で
は
世
界
に
は
通
用
し
な
い
理
念
で
す
。
し
か
し
、
未
来
に
生

き
る
理
念
で
す
。
憲
法
九
条
を
な
く
す
こ
と
は
、
未
来
に
生
き
る
理
念
が

地
球
上
か
ら
消
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
い
い
の
か
。
そ
の
意
味
を

深
く
考
え
て
ほ
し
い
』
『
憲
法
（
改
正
）
は
、
国
民
投
票
に
か
け
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
の
時
Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
国
民
で
あ
る
か
。
今
、
Ｎ
Ｏ
と
言
う
こ
と
は

世
界
史
を
書
き
か
え
る
こ
と
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
壊
す
こ
と
よ
り
も
大
き
い

の
で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
『
よ
し
、
俺
の
出
番

だ
』 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
世
界
史
の
大
き
な
転
換
の
一
翼
を

担
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
』
と
、
淡
々
と
し
た
語
り
口
調
で
す
が
、
そ
の

熱
い
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
は
参
加
者
の
胸
を
ず
し
り
と
打
ち
ま
し
た
。 

※
当
日
の
講
演
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
を
。 

◇
地
域
・
職
場
で
の 

勉
強
会
な
ど
に
活
用 

し
て
下
さ
い
（
約7

0

分
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
   あなたの地域・職場にも 

九条の会をつくろう 
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み
な
と
医
療
生
協
『
九
条
の
会
』
の
２
周
年
記
念
講
演

会
が
、
９
月
２
６
日
（
火
）
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン
タ
ー
７
階
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
、
職
員
、
南
生
協
職
員
、
経
営
者

団
体
、
大
阪
損
保
の
関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
２
３
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
始
め
に
、
事
務
局
よ
り
『
み
な
と
医
療
生
協
九
条

の
会
』
の
二
年
間
の
歩
み
を
報
告
。
続
い
て
、
お
馴
染
み
に

な
っ
た
『
医
局
合
唱
団
』
が
登
場
。
前
回
よ
り
も
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
素
晴
し
い
歌
声
で
２
曲
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
わ
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采
で
し
た 

 
そ
し
て
、
今
回
の
記
念
講
演
の
講
師
は
、
経
済
同
友
会

終
身
幹
事
・
国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
会
長
の
品
川
正
治
（
し

な
が
わ 

ま
さ
じ
）
氏
で
す
。
氏
は
、
経
済
界
で
活
躍
し
な

が
ら
憲
法
九
条
改
正
に
は
『
反
対
』
の
立
場
で
全
国
各
地

を
講
演
し
て
い
て
、
そ
の
話
し
ぶ
り
は
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
、
と
て
も
力
強
く
聴
く
も
の
を
引
き
込
ん
で
い
き
ま

し
た
。 

学
生
時
代
か
ら
よ
く
勉
強
し
た
と
い
う
品
川
氏
。
国
の

起
こ
し
た
戦
争
に
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
命
題
に
、
出
し

た
答
が
『
戦
争
を
起
こ
す
の
も
人
間
、
止
め
る
の
も
人

間
。
抽
象
的
な
国
が
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
』
。  

１
９
歳
で
兵
隊
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
終
戦
後
日
本
へ

の
引
き
上
げ
の
時
に
憲
法
草
案
九
条
２
項-

一
切
の
戦
争

 

『戦争を起こすのも人間、止めるのも人間』 

『いま私たちは世界史の歴史的一場面にいる』 

み
な
と
医
療
生
協
九
条
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

２
周
年
記
念
講
演
会 

 

 
 写真上・右） 

力強く話される品川氏 

写真上）医局合唱団 

 参
加
者2

3
0

人 

熱
気
む
ん
む
ん
！ 



 

〇●〇●                                     〇●〇● 
〇●〇●                                     〇●〇● 
 
〇敗戦と終戦の表現で終戦という言葉がいかに大切か初 

めて知りました。『もし、戦争になったら･･･』と、３つの柱での 

説明は他の人に話をするのにとてもわかりやすく、これから 

なぜ今憲法が大事かと、広めていくのに役立つ話だと思い 

ます。 

〇品川氏の話は大変感動的でした。それを一つひとつ消化 

して自分たちのものにしなければならないと思います。それ 

が、これから私たちの仕事になりました。 

〇一言一言に重みがあり、涙がでました。復員兵が憲法を 

読み皆涙した話には、憲法に込められた思いを強く感じま 

した。若い人にどうその思いを語りかけていくか。もう一度 

しっかりと考えたいと思います。 

〇時々、涙が出そうな思いで講演を聞きました。戦争を起 

こすのも人間。戦争を止めるのも人間の言葉を胸に憲法 

九条を守って行きたいと改めて思いました。 

○アメリカと日本は価値観が違うというこの捉え方は、とて 

も新鮮でした。納得。平和憲法を持っている国の経済は、 

どういう道筋になるか私も明確なものを持ちたい。 

○大変有意義なお話を聞きました。九条を守り戦争をしな 

い国にすると誓った終戦時の思いをこれからの世の中に 

活かしていきたい。 

憲法九条を守ろう 06 県民のつどいへご参加を! 
日時：11 月 3 日（祝） 

13 時開園（11 時 30 分）会場 

 会場：名古屋市公会堂大ホール・4 階ホール 

 料金：一般 1000 円 

     小・中・高校生、障害者 500 円 

 講演：石坂 啓（いしざか けい） 

 主催：愛知九条の会 

 【当日の内容】 

11:30～県下の『地域・職場九条の会』を紹介する展示・ビデオ上映 

13:00～戦争反対、平和と憲法を語るリレートーク 

     講演･･･石坂 啓、平和をうたうコーラス 

閉会にあたって･･･憲法をめぐる情勢 

森 英樹氏（名大名誉教授） 

司会：天野鎮雄   

ツアーの感想をいっぱい×２ご紹介します 講演会の感想をいっぱい×２ご紹介します 

〇先生の素晴らしいコーラスに心が洗あわれる気が

しました。すごく感動しました。（品川氏の講演を聞い

て）現状を聞き胸の塞がる思いだったのですが、私

たちが NO と言うことで未来を切り開けると聞き救わ

れる思いです。全部の話を国民に聞いてほしいで

す。本当に来て良かったです。 

〇世界の歴史に残るような瞬間に立ち会えるという

のは魅力的な言葉だと思いました。戦争体験者の言

葉に重みを感じ、若い世代が頑張らないと思いまし

た。 

〇なんだか力が湧いてきました。九条の会ってステ

キ 

○経済・政治、初めて聞いた捉え方。本当によく分 

かり感激しました。さっそく明日から話まくろう、と思

いました。 

○目からウロコ。素晴らしい講演をありがとう。 

 
＊まだまだたくさんの感想をお寄せいただきました

が、紙面の関係上割愛させて頂きます。感想をお

寄せいただいた皆さん、本当にありがとうございま

した。 

 
写真上）04 年の県民のつどいで、出来

立てのタペストリーを披露。注目をあび

ました。 

みなと医療生協『九条の会』は、今年も

展示ブースでアピールします!! 


